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Abstract 

To inspect for the possibility of drying-out treatment to mitigate the nutrient migration from sediment 
from enclosed and eutrophic Pond Mandai (Sumiyoshi ward, Osaka city), a laboratory examination with the 
sediment dried under sunlight was performed for four weeks. Double nitrogen was dissolved from semi-dried 
sediments compared with no-dried control during the experimental period, yet phosphorus was not found. 
However, dried sediment liquated out ca. 20-fold nitrogen, which was mostly in the form of ammonium, and 
released ca. 3000-fold phosphorus. The dissolved nitrogen suggested to be produced by the soil-drying effect, 
and the release of phosphorus seemed to be triggered under the reductive conditions induced by decomposition 
of organic matters produced by the effect. It concluded that the drying-out treatment for Pond Mandai should be 
circumvented since it stimulates the migration of nitrogen and phosphorus from the sediment. 
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I 序論 

池干しとは古くから伝わる農業用ため池の一管理手

法であり、農閑期にため池の水を全量、あるいは部分的

に抜き去る行為をいう。水量を減じている間に雑草や水

草の刈りこみ、堤の補修、浚渫、漁獲などの作業を通じ

てため池の維持管理がされてきた。近年では後継者不

足などが理由で管理の一環としての池干しは実施され

なくなりつつある。しかし池干しに別の価値を見いだして

実施される例もある。たとえば福岡県宗像市にある白水

池では外来種の除去を目的として学術的な検討を行っ

た上で池干しを実施し、ブルーギルなどの捕獲に成功し

ている[1]。このほかにも希少種であるニホンバラタナゴ

の保護を目的とした事例[2]など、生態系保護を目的とし

た池干し事例は多数報告されている。 
富栄養化対策を目的として池干しが実施される場合

もある。この場合の水質改善メカニズムとしては、1.水位

低下時の波や降雨による底泥洗い流し作用、2.日光中

の紫外線による殺藻作用、3.温度変化による殺藻作用

（日温度変化、凍結）、4.土壌粒子の団粒化、5.酸化作

用によるりんの不活性化、6.有機物の好気的分解作用、

7.底生生物、土壌微生物相の変化などによる相互作用

によるものと考えられている[3]。池干しの実例では、再

湛水後に富栄養化が緩和されたとする報告[3,4]がみら

れる反面、逆に窒素溶出が著しく促進されたとする報告

[5]もあり、常に効果が得られるわけではないようである。

また、富栄養な状態が緩和されたという事例においても、

その効果は名古屋市の大久手池のように少なくとも 10
年以上にわたり継続したとする例[6]もあれば、東京都の

牛ヶ淵や千葉県蓮沼海浜公園ボート池のように高々1、2
年で消失したという例[3,7]もあり、安定したものではない。 
大阪市内にある公園池の一つである万代池は富栄養

化の進行が著しく[8]、現場で安価に実施可能な対策が

求められている。池干しは一つの案であるが、その効果

ならびに持続期間はケースバイケースなため、万代池に

適用した場合の効果について予めシミュレートしておく

必要がある。そこで本研究では、現場の底泥を用いた室

内実験により池干しの効果について検討し、新たな知見

を得たのでその結果と考察について報告する。 
 

II 材料と方法 

1） 実験材料の採取と実験方法 
実験に用いた底泥は大阪市住吉区にある万代池より

採取した（図 1）。万代池は周長約 800mの公園池であり、

雨水以外の水源をもたず、池からの流出は大雨時の越
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流のみのため閉鎖性は極めて強い。万代池の諸元なら

びに 2010 年度（2010 年 4 月～2011 年 3 月）の水質測

定結果[9]、2006 年の底質測定結果[10]を表 1 に示す

が、池水の全窒素は平均 5.6 mg/L、全りんは平均 0.45 
mg/L であり、富栄養化が進行した池である。 

材料となる底泥は 2010 年 11 月に池の中央部に架か

る橋上よりエクマンバージ採泥器を投入して採取した

（図 1 中★印）。底泥は目開き 2 mm のメッシュを通過さ

せて小石やごみを取り除いたあとによく混和させて実験

材料とした。20 個の容量 200 mL のパイレックス製ビー

カー（底面φ6.2 cm）に実験材料の底泥を 150 mL投入

したあと、乾燥処理を行わないコントロール（以下[C]とす
る）、7 日目および 21 日目で生乾きのまま乾燥処理を中

断するもの（以下それぞれ[A]、[B]とする）、恒量に達す

るまで乾燥処理を行うもの（以下[F]とする）、予備の 5 系

統に 4 つずつ無作為に振り分けた。なお、ここでいう恒

量とは、乾燥過程において 1 週間にわたり含水率にほ

ぼ変化がなくなった時とした。なお、乾燥処理中ほこり等

の微粒子混入対策は行わなかったが、ビーカー内部や

壁面への汚れの付着は目視では認められなかった。 
[C][A][B][F]の各乾燥処理後、ペリスターポンプを用

いて蒸留水を静注し、池干し後の再湛水を再現した。解

析を簡便にするために本来はすべてで同量の湛水量と

すべきであるが、乾燥による減容のない[C]における最

大可能注水量の 50 mL を他のものにも適用すると、特

に底泥の減容が著しく、ひび割れが多く生じた[F]では

水が不足し、底泥が露出してしまう可能性があった。底

泥を完全に水没させるために湛水量は乾燥で失われた

水分量に 50 mL を加えた量とした。 
溶出実験は、各系統 4 つあるビーカーのうち 3 つを

窒素・りん測定用、1 つを酸化還元電位測定用とした。こ

れらを 20℃の暗所に静置し、湛水後 0、1、2、4、7、14、
28 日目に酸化還元電位測定用を含むすべてのビーカ

ーから 10 mL 採取し、試料採取後は同量の蒸留水を補

充して実験期間を通じて水量を一定に保った。 
試料水については全窒素、各態窒素(アンモニア態

窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素)、全りんならびにりん

酸態りんを測定した。全窒素（T-N）、全りん（T-P）は全窒

素・全りん分析装置(AA3、BL-tec 製)を用いて定量し、

各態窒素のうち、硝酸態窒素（NO3-N）及び亜硝酸態窒

素（NO2-N）は試料を孔径 0.45 μm のメンブランフィルタ

ーで処理したろ液について銅-カドミウムカラム還元法お

よびナフチルエチレンジアミン法により定量した。アンモ

ニア態窒素（NH4-N）は前述のろ液に対してインドフェノ

ールブルー法により、りん酸態りん（PO4-P）はろ液に対

してモリブデンブルー法によりそれぞれ定量した。酸化

還元電位は酸化還元電位計（UC-21、セントラル科学製）

を用いて底泥表面に電極を当てて計測した。 
 

2） 栄養塩の溶出速度に関する解析 
この実験において底泥からの T-N もしくは T-P（ X と

する）の溶出は以下の微分方程式(式 1)に従うものとした。 

 
𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑑𝑑

= 𝑘𝑘 ∙ (𝑀𝑀−𝑑𝑑
𝑀𝑀

) 式 1 

ここで  𝑥𝑥  は  X  の濃度 [mg/L] 、 𝑘𝑘  は溶出係数

[mg/L/day]、𝑀𝑀 は X の平衡濃度[mg/L]とする。式 1 を初

期条件 𝑡𝑡 = 0 のとき 𝑥𝑥 = 0 として 𝑥𝑥 について解くと、 

 𝑥𝑥(𝑡𝑡) = 𝑀𝑀(1 − 𝑒𝑒−
𝑘𝑘𝑘𝑘
𝑀𝑀) 式 2 

となり、時間  𝑡𝑡  に対する  X  の溶出関数が得られる。 
式 1 より X の溶出速度は 𝑥𝑥 に律速されるが、今回の実

験では X の濃度は試料採取のたびに蒸留水が補充さ

れることで不連続的に変化するため、測定結果を元に溶

出係数 𝑘𝑘 ならびに平衡濃度 𝑀𝑀 を推定するには蒸留水

補充の影響を除去する必要がある。時間 𝑡𝑡 に 10 mL の

試料を採取し、蒸留水を添加した直後の X の濃度は 
𝑥𝑥(𝑡𝑡)･(𝑉𝑉 − 10)/𝑉𝑉 となる（𝑉𝑉  は湛水の体積[mL]）。以後

の溶出は時間 𝑡𝑡 より 𝑟𝑟 だけ逆戻りした時間 𝑡𝑡 − 𝑟𝑟 から溶

出が再開するものと考えることができ、以下の式が成立

する。 

 𝑥𝑥(𝑡𝑡 − 𝑟𝑟) = 𝑥𝑥(𝑡𝑡) ∙ 𝑉𝑉−10
𝑉𝑉  式 3 

式 3 を 𝑟𝑟 について解くと以下となる。 

 𝑟𝑟 = 𝑀𝑀
𝑘𝑘
𝑙𝑙𝑙𝑙 �1 − 𝑉𝑉−10

𝑉𝑉
�1 − 𝑒𝑒−

𝑘𝑘𝑘𝑘
𝑀𝑀�� + 𝑡𝑡 式 4 

1 回目の試料採取時刻 𝑇𝑇1 の観測は丁度時刻が 0 か
ら 𝑇𝑇1  になるまでの間の溶出を観測したものであるが、2 
回目の 𝑇𝑇2 の観測は 1 回目の試料採取後に 𝑟𝑟1  だけ逆

戻りした時間から 𝑇𝑇2 − 𝑇𝑇1 経過した時間  𝜏𝜏2  における溶

 
図１ 万代池地図 

 
表 1 万代池の諸元ならびに水質・底質 

 

場所

140  cm
1.92×10⁴  m²
2.68×10⁴  m3

5.6  mg-N/L
5.6  mg-N/g-dry

0.45  mg-P/L
0.72  mg-P/g-dry

水中のT-P *
底泥中のT-P *

*水質は2010年度、底質は2006年計測値

大阪市住吉区

(34° 37' 09.7'' N, 135° 30' 08.8'' E)
平均水深

水表面積

水量
水中のT-N *
底泥中のT-N *
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出を観測したと見なすことができ、  𝜏𝜏2 = 𝑇𝑇1 − 𝑟𝑟1 +
(𝑇𝑇2 − 𝑇𝑇1) = 𝑇𝑇2 − 𝑟𝑟1 となる。同様に 3 回目の観測は 
 𝜏𝜏3 =  𝑇𝑇3 − 𝑟𝑟1 − 𝑟𝑟2 である。𝑙𝑙 回目の試料採取時間 𝑇𝑇𝑛𝑛 に
おける観測値 𝑥𝑥𝑛𝑛 は、𝑇𝑇𝑛𝑛  にそれぞれの時間戻り量  𝑟𝑟1  、
 𝑟𝑟2 、… 𝑟𝑟𝑛𝑛−1 を減じた時間  𝜏𝜏𝑛𝑛  における溶出を観察した

ものであり、これらをまとめると 𝜏𝜏 は以下となる。 

 �
𝜏𝜏1 = 𝑇𝑇1 (𝑙𝑙 = 1)

𝜏𝜏𝑛𝑛 = 𝑇𝑇𝑛𝑛 − ∑ 𝑟𝑟𝑘𝑘−1𝑛𝑛
𝑘𝑘=2 (𝑙𝑙 ≥ 2) 式 5 

𝑘𝑘 および 𝑀𝑀 は、実際の時間 𝑇𝑇1  、𝑇𝑇2 、… 𝑇𝑇𝑛𝑛 での観測

値 𝑥𝑥1 、𝑥𝑥2 、… 𝑥𝑥𝑛𝑛 が蒸留水補充の影響を取り除いた時

間 𝜏𝜏1 、𝜏𝜏2 、… 𝜏𝜏𝑛𝑛 に観測されたものとし、𝜏𝜏 を 𝑡𝑡 に代入し

た上で式 2 を最小二乗法で解くことで求めることができ

る。しかしながら式 4 より 𝜏𝜏 を求めるのに必要な 𝑟𝑟 は 𝑘𝑘 と 
𝑀𝑀 に依存しているのでそのままでは計算できない。そこ

で計算アルゴリズムとして、初期解として 𝑘𝑘 = 𝑥𝑥2/𝑥𝑥1 、
 𝑀𝑀 = 1.2 𝑥𝑥𝑛𝑛 （ 𝑙𝑙 は最終試料採取回次、係数 1.2 は計算

を短時間で収束させるために設定）、𝑟𝑟1 = 𝑟𝑟2. . . 𝑟𝑟𝑛𝑛−1 = 0 
を与え、これらを順次変動させながら観測値 𝑥𝑥 とモデル

に基づく予測値の二乗和 ∑{𝑥𝑥𝑘𝑘 − 𝑥𝑥(𝜏𝜏𝑘𝑘)}2 が最小となる 
𝑘𝑘 、𝑀𝑀 、𝑟𝑟𝑘𝑘 (𝑟𝑟𝑘𝑘 が決まると 𝜏𝜏𝑘𝑘 は一意に決まる) の組合せ

ならびに 𝑘𝑘 と 𝑀𝑀 の標準偏差を求めた。一連の計算には

R 3.2.0[11]を用いた。 
 

III 結果と考察 

1） 天日干し日数と底泥含水率の関係 
底泥の天日干し開始からの経過日数[d]と底泥の含水

率[%]の関係について図 2 で示す。乾燥を開始してほ

ぼ直線状に水分が減少し、33 日目からは含水率がほぼ

一定に達したので[F]の天日干し期間は 40 日とした。図

2 中の矢印は左より[A]、[B]、[F]処理系統において湛水

を開始した日を示すが、含水率はそれぞれ 76.4%、

51.9%、5.7%であった。 
 

2） 底泥表面の酸化還元電位 
酸化還元電位の変化について図 3 で示す。湛水直

後はすべての処理系統で+352～+404 mV の電位であ

った。 [C]では 4 日目に+180 mV、14 日目には+35 mV
と低下し、その後は横ばいであった。[A]および[B]でも

時間の経過とともに酸化還元電位は低下したが、その低

下速度は[C]よりも遅く、28 日目において[A]では+70 
mV、[B]では+118 mV であった。[F]では湛水後に酸化

還元電位が急激に低下して 4 日目には-147 mV となり、

その後は若干の変動は見られるものの、28 日目まで-
100 mV 程度の状態が継続した。[C][A][B]では実験期

間を通じて酸化的な状態が維持されたのとは対照的に

[F]では 4日目より還元的な状態にあった。 
 

3） 窒素・りんの溶出特性 
湛水中における T-N ならびに各態窒素濃度を底泥の

単位面積当たりの溶出量に換算した値を図 4 に示す。

[C]では 4 日目までに T-N が 0.35 g-N/m2溶出し、その

後はほぼ停止した。NH4-N は 1 日目から溶出がみられ、

14 日目に 0.23 g-N/m2に達した後は微減した。NO3-N
は 14 日目以降に観測され、28 日目に 0.21 g-N/m2とな

った。[A]および[B]の T-N は[C]とほぼ同様の増加経過

をたどり、4 日目までにそれぞれ 0.40、0.39 g-N/m2溶出

し、28 日目には[C]よりもやや高い 0.42～0.53 g-N/m2に

なった。各態窒素については、NH4-N が増加し、その後

NO3-N が増加する点では[C]と同じパターンであるが、

[A]では 4 日目、[B]では 7 日目と NH4-N がピークを迎

える日は早かった。NH4-N から NO3-N の変化は底泥の

酸化還元状態と関係する硝化反応と考えられ、[C]と比
べ[A]、[B]では常に酸化還元電位が高かったために硝

化反応が進行しやすく（図 3）、NH4-N のピークが[C]より

も早い段階で見られたものと思われる。 
[F]の溶出パターンは前 3 者とは大きく異なった。湛水

直後より T-N の大量溶出が見られ、4日目に 1.1 g-N/m2

となり、他の系では溶出がほぼ停止したと見られた 28 日

目までに 3.8 g-N/m2が溶出した。しかもこの時までに溶

出した T-N のほぼ全量が NH4-N であった。 
図 5 は底泥単位面積当たりからの T-P ならびに PO4-

P の溶出量を示したものである。[C][A][B]では実験期間

を通じて PO4-P は殆ど検出されず、T-P についても[A]
の 7 日目の値 0.0059 g-P/m2を除くと最大でも 0.0008 g-

 
図 2 天日干しの日数と含水率 (バーは 1S.D.) 

 

 
図 3 酸化還元電位の変化 
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P/m2に過ぎなかった。[A]において 7 日目に T-P が上昇

し、14 日目には低下した理由については、例えば底泥

の巻き上げなども考えられるが不明である。一方、[F]で
は他とは異なり 1 日目から 4 日目までの変化は横ばい

であるものの、4 日目以降はほぼ一定の速度で増加し続

け、28 日目までに 0.044 g-P/m2が溶出した。しかしなが

ら NH4-N が実験期間を通じて T-N のほぼすべてを占

めていたのとは異なり、PO4-P は湛水直後からではなく

湛水 7 日目になり初めて検出され、28日目までに 0.025 
g-P/m2が溶出したが、T-P に占める割合は 56%であった。

この低い割合の理由については PO4-P の他に有機体リ

ンの形態で溶出する可能性が考えられ、今後の検討課

題である。 
 

4） 溶出係数 k、平衡濃度 M の計算と万代池における

水質のシミュレート 
各処理系統の湛水中における T-N および T-P を元

に溶出係数 𝑘𝑘 ならびに平衡濃度 𝑀𝑀 を求め、底泥単位

面積当たりの万代池池水への負荷量 L[g/m2]を以下の

式より求めた。 

 𝐿𝐿 = 𝑀𝑀 𝑉𝑉
1000

∙ 104

3.12𝜋𝜋 式 6 

ここで 𝑀𝑀 は平衡濃度[mg/L]、 𝑉𝑉 は湛水の体積[mL]、
3.1 はビーカー底面の半径[cm]である。さらに表 1 の諸

元を元に万代池における底泥からの最大溶出量及び池

水への最大溶出濃度をシミュレートした（表 2）。 
T-N が大量に溶出した[F]において 𝑘𝑘 の値が 4.74 と

他 3者と比較して小さい結果となった。同様の傾向が T-
P における [F]の  𝑘𝑘 = 0.028  についても見られた。

[C][A][B]では含水率が高いために[F]と比較して水層が

薄くなり、湛水時に底泥を巻き上げやすくなることによる

影響が疑われた。しかしながら負荷量を求める上で重要

となるのはむしろ平衡濃度の 𝑀𝑀 であり、T-N について

[C][A][B]では 9.65～14.0 であるのに対して[F]では 67.4
と大きい。各処理系統による負荷量は [C]<[A] ≒
[B]<<[F]の関係にあり、[C]と比較して[A]、[B]では約 2
倍、[F]では約 20 倍溶出しやすくなることが示された。 

T-P の 𝑀𝑀 は[C][A][B]のなかで比較すると[A]でやや

高い。これは湛水 7 日目に T-P が突発的に上昇した影

響と考えられるが（図 5）、負荷量に換算すると差は殆ど

見られなくなった。一方で[F]の 𝑀𝑀 は 3.07 と[C]の 0.004
に対して約 800 倍高く、万代池池水への負荷量にする

と[C]の 3000 倍近い 0.191 g/m2となり、他とも比較し非常

に多量のりんが溶出することが示された。 
万代池水に対する池干しの影響については、池水を

すべて抜いて再湛水する間に池底を乾燥させなかった

場合は T-N は最大 0.166 mg/L になるまで溶出するの

に対し、池底を半乾燥状態まで乾燥させると 0.3 mg/L
前後、完全に乾燥させてしまうと 3.00 mg/Lになるまで溶

出する結果となる。T-P は、乾燥させない、あるいは半乾

燥までだと溶出量はほぼ 0 mg-P/L であるが、完全に乾

燥させてしまうと 0.137 mg-P/Lまで溶出する結果となる。 
 

5） 乾燥処理から窒素やりんが著しく溶出する理由 
今回の実験では乾燥底泥からのみ再湛水後に NH4-

N として大量の窒素が溶出する現象がみられた。水田

土壌を風乾させ再湛水すると多くの NH4-N の溶出が見

られることは乾土効果として広く知られており、平松ら[5]

 
図 4 窒素の溶出量(バーは 1S.D.) 
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はため池に類する調整池を池干しした際に同様の現象

が生じることについて報告している。そのメカニズムとし

ては底泥乾燥過程において易分解性のタンパク様物質

が分解されることで無機態窒素が生成するためとされて

おり、鳥山ら[12]は水田土壌について、ある限界水分値

である K 点以下まで乾燥が進むと NH4-N の溶出が促

進されることを示し、その K 点は土質にもよるが 16～
33%と報告している。服部[13]は三重県内の調整池底泥

における K 点を測定し、およそ 9～40%の値を得ている。

今回の実験において[F]の含水率は 5.7%であり（図 2）、

限界水分値を下回る乾燥状態に達し、乾土効果により

NH4-N が大量に溶出したものと考えられる。[A][B]にお

いては、底泥の含水率は 50%以上であり、服部の得た

値と比較しても限界水分値以上であったものと推測され

るが、窒素溶出はわずかに促進された。天日干しの過

程で部分的に乾燥が進行し、その部分が乾土効果を発

現したために窒素溶出が促進されたものと思われる。 
りんについては[F]からのみおびただしい量の溶出が

見られた。底泥中でりんは三価鉄に結合しているが、還

元的な状態では三価鉄は二価鉄へと変化する。りん酸

第一鉄はりん酸第二鉄よりも解離定数が小さく結合が緩

やかなのでりんを放出する[14]。[C][A][B]では還元的な

状態に陥らなかったのに対し、[F]では 4 日目以降継続

して還元的な状況にあり（図 3）、このためにりんが溶出

したものと考えられる。前述の乾土効果とはタンパク様物

質、すなわち有機物の分解が進行することであるが[5]、
無機態窒素のほかに水溶性の有機物も同時に生じるこ

とは十分に考えられる。その有機物は湛水に滲みだし、

微生物による分解を受けた後に[F]における嫌気化をも

たらしたものと思われる。湛水 7 日目ごろより[F]では強

 
図 5 りんの溶出量(バーは 1S.D.) 
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表 2 各処理系統における溶出係数、平衡濃度ならびに万代池における水質のシミュレート結果 

 

溶出係数 k 平衡濃度 M 万代池池水への
負荷量 L

万代池底泥からの
最大溶出量

万代池水への
最大溶出濃度

 [mg/L/day] [mg/L] [g/m2] /[g] [mg/L]

[C] 13.2±1.2 14.0±0.9 0.232±0.015 4450±290 0.166±0.011
[A] 5.70±0.50 12.1±0.3 0.421±0.009 8080±180 0.302±0.007
[B] 11.1±3.3 9.65±0.52 0.417±0.022 8000±430 0.298±0.016
[F] 4.74±0.31 67.4±3.4 4.19±0.21 80400±4000 3.00±0.15

[C] 0.106±0.175 0.004±0.003 0.000±0.000 1.24±1.10 0.000±0.000
[A] 0.026±0.013 0.056±0.024 0.002±0.001 37.2±16.0 0.001±0.001
[B] 0.212±0.357 0.012±0.005 0.001±0.000 9.92±4.18 0.000±0.000
[F] 0.028±0.001 3.07±2.14 0.191±0.133 3670±2550 0.137±0.095

値は平均±1S.D.

T
-N

T
-P
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い腐敗臭が感じられるようになり、これは嫌気分解が卓

越したことを示唆するものであろう。[A][B]で還元的な状

態にならなかったのは有機物の量が少なく、嫌気状態ま

でには至らなかったためと思われる。もし仮に[A][B]に
おいて嫌気化が進行し、還元的な状態に陥ったとすれ

ば、やはり[F]同様に大量のりんが溶出したであろう。 
 

6） 池干しの万代池水に対する影響 
万代池水質に対する池干しの効果であるが、今回の

シミュレート結果からは底泥を乾燥させてしまうと池水に

対して T-N は最大 3.00 mg/L、T-P は最大 0.137 mg-
P/L の濃度になるまで溶出すると見込まれる（表 2）。経

験的に T-N、T-P がそれぞれ 1.0 mg-N/L、0.1 mg-P/L
を超えるとアオコの発生などによる水質悪化の問題が顕

在化するとされており、万代池の水質は著しく悪化する

ことが予想される。また、半乾燥状態の池干しであったと

しても窒素の溶出は池干しをしない場合と比較して約 2
倍促進されるという結果も得られた。従って万代池にお

いて池干しによる水質改善効果は期待できず、むしろ悪

化する可能性が示された。万代池の水質は例年 T-N で

3 mg-N/L、T-P は 0.3 mg-P/L 前後で推移しているが、

2010 年度の T-N ならびに T-P の観測値は平年値に、

[F]より得られた万代池水への最大溶出濃度を足し合わ

せた値に近かった（表 1、2）。万代池では 2009 年と

2010 年のいずれも 1～3 月に改修工事のため長期間に

わたり水位が大きく引き下げられ、池底の大部分が長期

間にわたり露出した。結果として乾土効果が発現する強

度の池干しと同じ状態となり、湛水後に水質が悪化した

可能性がある。 
他所では池干しによる水質改善効果が認められた事

例もあるが[3,4,7]、それらと万代池との違いは底泥中に

含まれる窒素量と有機物量の違いと思われる。窒素量

が豊富であれば池干しの最中に NH4-N が多く生成され、

再湛水後に多く溶出するであろうし、有機物が豊富であ

れば嫌気化を通じてりんの溶出が促進されることが予想

される。池干しが成功する池とは、底泥中の窒素量や有

機物量が比較的少なく、乾土効果が発現したとしても池

水交換による富栄養化緩和作用が大きいために水質に

大きな影響を及ぼさない池に限られるのかもしれない。 
万代池の富栄養化対策であるが、池干し以外の方法

に頼るか、どうしても池干しをせざるを得ないのであれば

先に底質の改善について検討する必要がある。 
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